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研究成果の概要（和文）： 

歯科用接着材料のボンディングレジンは、未重合な状態ではう蝕細菌に対して抗菌性を発揮し

た。また、酸処理によって活性化された象牙質コラーゲン分解酵素は、ボンディングレジンが

ポリマーとなることによって酵素活性は抑制されるものの、象牙質の湿潤状態によってその効

果は左右される事が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Monomer of bonding resin before photo-polymerization showed an antibacterial 
property to S. mutans. Matrix metalloproteinase (MMP) activated by acid etching 
were reduced after coating polymerized bonding resin. However, it was 
suggested that an effect of reducing activated MMP depended on the wet 
condition of dentin. 
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１．研究開始当初の背景 

これまでの歯科接着技法に関する研究から、

歯質とレジンの良好な接合界面の生成には

脱灰・浸透・重合が重要であり、これらのス

テップが適切に行われることによって強固

な接合界面が生成することが明らかとなっ

ている。しかしこれらの研究はう蝕の無い健

全な歯質に対して検討が行われており、う蝕
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象牙質にこの理論が当てはまるかどうかに

ついては不明な点が多い。う蝕象牙質に関す

る研究として、これまでにシールド・レスト

レーション法を想定したう蝕影響象牙質へ

の接着性レジンの接着強さは臨床上許容さ

れる性能を有することが明らかとなってい

るさらに、抗菌性を有する接着性モノマーを

配合した接着システムによるう蝕細菌への

影響についても、緩衝溶液中でのプライマー

の作用やディスク試験による増殖阻止円の

形成が報告されているが歯科治療に忠実な

使用条件下で直接う蝕細菌の不活化を報告

した例はない。 

 

２．研究の目的 

 ヒト抜去歯に人工う蝕を作製し、歯科治療

時の使用条件に基づいて接着性レジンでう

蝕細菌を封鎖した一定期間経過後の抗菌性

を評価し、その殺菌機構を評価する。さらに、

シールドされた接着界面の加水分解の指標

となる象牙質コラーゲン分解酵素活性につ

いても検討を加える。 

 

３．研究の方法 

 歯科治療時の使用条件に基づいて接着性

レジンでう蝕細菌をシールドして一定期間

経過後毎のう蝕細菌の生菌数をカウントす

ることによって、う蝕の進行程度ならびに接

着性レジンシステム中の抗菌成分の違いに

対するう蝕細菌の感受性について検討する。 

 

４．研究成果 

（１）抗菌成分の濃度がう蝕細菌の不活化に

及ぼす影響 

 抗菌モノマーである MDPBまたはクロルヘキ

シジンを用いて接着システムを試作し、シー

ルド直後から 4ヶ月後までのう蝕細菌の生菌

数を計測した。その結果、人工う蝕の作製期

間が 4週間以上のグループについてはコロニ

ーの出現が見られた。今回の結果では、材料

間および接着システム、期間の違いは明らか

ではなかったが、未重合のモノマーが多いと

思われる条件下で抗菌性が高い可能性が示

唆された。 

（２）シールド・レストレーションが有効な

う蝕の進行程度 

 ヒト抜去歯象牙質を粉末状にした後、TSBY

培地中に浸漬し、Streptcoccus mutans UA159

株を接種して 1～4 週間の期間について人工

象牙質う蝕を形成した。各接着システムでシ

ールド・レストレーションを施した試料を

TSBY 培地に浸漬し、嫌気ボックス内に保管す

る。シールド直後から 4ヶ月後までの試料か

ら採取したう蝕象牙質を TSB 寒天培地で 48

時間培養後に出現したコロニー数を計測し

た。その結果、シールド 3日後以降でう蝕細

菌の発育が確認された。今回の結果からは、

シールド・レストレーションを施す前の人工

象牙質う蝕試料の乾燥程度がモノマーの重

合性に影響することから、モノマーの重合性

がシールド・レストレーションの成否に大き

く関与すると考えられた。 

（３）接着界面のコラーゲン分解酵素活性 

 酵素活性が増大したう蝕象牙質はシール

ド直後では抑制されるものの、3 日後以降で

抑制効果は消失した。う蝕象牙質中に多量に

含まれる水分に起因する不十分なモノマー

の存在が大きく影響していると考えられた。 

以上のことから，抗菌性はモノマーが未重

合の状態で発揮され、水分が多い状態で浸

透・重合し，その後は高い疎水性を発揮する

接着システムがシールド・レストレーション

に有効であると考えられた。 
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